
まえがき＝熱効率の向上や，システムの小型化・プラン1．1　供試材
　水は臨界点（温度：647K（374℃），圧力：22.1MPa）
より高温かつ高圧の状態では超臨界状態となり，物質と
の反応性が非常に高くなる。また，超臨界水は温度，圧
力をわずかに変えることによりその物理化学的性質が大
幅に変化するため，超臨界水環境は材料にとって非常に
厳しい環境といえる。
　このため上記使用環境を考慮し，超臨界圧火力発電ボ
イラとして使用実績のある高Crフェライト系ステンレ
ス鋼（Mod.9Cr-1Mo鋼，12Cr-1Mo鋼（ただし，一般規格
品）
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　今回はできるだけ既存の一般的な材質を選び，標準的
な条件で加工して評価したので，成分系の調整や加工・
熱処理条件の最適化などによってさらに必要特性を改善
できる余地は残されている。
　製管性，長期の腐食性（全面腐食とSCC感受性），クリ
ープ特性などが未照射下でさらに検討が必要な項目と考
えられる。
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